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三宅島

三宅島火山ガス組成：
昨年までは放出量の減少にも係らずほぼ一定であった。本年 5月 SO2 濃度の 1/3 低下
とH2S 濃度の 3倍増加の変化が観察された。噴気温度低下が原因であり火山活動とは直
接関係しないの可能性が高いが、今後、注意して組成変動の把握を行う必要がある。


